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40 年前の 1985 年に、当時の北村青森県知事が、多くの県民の不安の声に耳を貸さずに「核燃３点セ

ット（ウラン濃縮施設・使用済み核燃料再処理施設・低レベル放射性廃棄物処分施設）」の受け入れを

決めました。その前後から⾧きにわたって、地元青森で核燃料サイクルに反対を訴え、運動を展開され

てこられたみなさまに、心から敬意を表します。私は今、原水禁の事務局をあずかる立場になり、日々

その重みを実感する毎日です。 

残念ながら国は、第７次エネルギー基本計画によって再び原発推進へと舵を切りました。1986 年には

チェルノブイリで事故を起こし、それでも原発は安全だと神話のように言い続け、2011 年の福島第一原

発事故を引き起こすことにつながってしまいました。いまだ廃炉の見通しは立たないばかりか、原子力

緊急事態宣言も出されたままです。2 万人以上の県民が避難を強いられている現状にも関わらず、なぜ

今また原発は安全だと言えるのでしょうか。歴史は繰り返されてはなりません。 

原発推進の要ともいえる「核燃料サイクル」は、六ケ所再処理工場をその中心に据えています。1993

年の着工から 30 年以上が経過しましたが、27 回の竣工延期を繰り返し、いまだ完成することはありま

せん。この間に多額の費用がつぎ込まれてきており、2006 年以降でも、少なくとも 22 兆円を超える見

通しであることが報道されました。原発を推進する上では、あくまでもこの六ケ所再処理工場が完成し

て稼働することが必要になることから、30 年以上たっても必ず竣工すると強弁するほかないのでしょ

う。実際にできていない再処理工場を前提に考えられている核燃料サイクルは、とっくに破綻していま

す。そしてそれを拠り所にする原発推進など、それこそがいわば、お花畑のような非現実的な論理だ

と、言わざるを得ません。 

私たちの日々の生活を、そんな非現実的な理屈で脅かされたくはないのです。より多くの人がその事

実に気がつくことで、国の政策を変えていくことができると考えています。 

これまで青森のみなさんが粘り強く、核燃料サイクル反対・原発反対の声を、挙げ続けてこられたよ

うに、私たちも連帯をして、自分事として捉える中で、原発推進政策に反対の声をしっかり挙げていき

たいと思います。ここ青森での、反核燃の日に呼応して、4 月 12 日には東京で「核燃料サイクルを考え

るシンポジウム」を開催する予定です。電力の大消費地である関東圏が、原発問題・核燃問題に無関心

でいることなど、許されるはずはないのです。国が推し進めようとする原発推進政策は絶えず、電力を

生み出す発電所の所在地と、電力を大量に消費する場所との、差別的構造を生み出します。誰かの安全

を犠牲にしたうえで、成り立つ豊かな暮らしなど存在するはずがないのです。 

私たちは改めて原発反対・核燃料サイクル反対、脱原発社会の実現に向けて、運動を力強く展開して

いきましょう。本集会に、多くのみなさんがご参加いただいたことを、これからのエネルギーに変えて

いけるよう、頑張っていきたいと思います。本日は最後までのご参加、よろしくお願いします。ありが

とうございました。 

 

  


